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1

プロフィールと経歴の紹介

氏名 佐々木祐佳（ささき ゆか）

出身地 福井県

趣味 散歩、音楽鑑賞、動物園に行くこと

高校 福井県立武生東高校（ 2018年卒業）

大学
岡山理科大学獣医学部獣医保健看護学科

（ 2022年卒業）

職歴
メディフォード株式会社 入社

（ 2022年入社）



周術期マウスの
疼痛管理についての研究

佐々木祐佳

2

学生時代の学びと関心の形成

ライフ
サイエンス

公共獣医事
獣医療看護

動物福祉



周術期マウスの
疼痛管理についての研究

佐々木祐佳

3

学生時代の学びと関心の形成

大切…

適切な疼痛管理は
動物福祉のためだけでなく，
実験データの質を保つうえでも
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現在につながる学生時代の経験

②実務で活かせる資格の取得

①進路を意識した科目選択

CRO
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現在につながる学生時代の経験

● 毒性学や実験動物学

実験計画立案と適切な判断が可能に！

● 栄養学、動物病院実習、人獣共通感染症学 …

個体差や状況変化への柔軟な対応！

①進路を意識した科目選択
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現在につながる学生時代の経験

就職活動時の強みとしてアピール！
就職後も有利に働いた

②実務で活かせる資格の取得

● 知識・手技の習得

専門性と手技レベルの客観的指標に！

● 計画的な学習と挑戦

再現性のある成果創出！
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学生時代を振り返って見えた課題

知識を実践で活かす難しさ

⚫ 現場で求められる技術・判断は想像以上だった

⚫ 教科書で学んだ知識だけでは対応できない場面もあった

⚫ 必要な情報を収集する力

⚫ 情報を整理・分析する力

⚫ 相手に伝わるように発信する力

知識が「ある」ではなく、
「使える」にするべきだった
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実務経験から得た気づき

疼痛管理の在り方を再検討したい !!

現在の自分

⚫毒性試験

⚫動物実験
（特殊経路での投与）

学生時代の自分

⚫動物福祉への関心

⚫周術期管理の研究



疼痛管理の
在り方を

再検討したい !!

9

実務から研究，その先の展望へ

社内で専門家として活躍

専門性を高める

修士課程，博士課程への進学

新しい学びへつなげる

試験責任者としての
キャリアアップ

現在の業務のレベルアップ



心身の健康や充実を叶える方法を、
人々が主体的に選べる世界にする。

「生きていく」を明るく、前向きにする。

Mission

Vision
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